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瀬
　
あ
ゆ
み

は
じ
め
に

　

金
子
雪
操
（
寛
政
六
・
一
七
九
四
～
安
政
四
・
一
八
五
七
年
）
は
江
戸
で
生
ま
れ
、

大
坂
で
活
躍
し
た
文
人
画
家
で
あ
る
。
ま
だ
詳
細
な
研
究
は
進
ん
で
い
な
い
画
家
で

は
あ
る
が
、
本
研
究
で
は
後
期
の
作
品
と
考
え
ら
れ
る
《
春
秋
山
水
図
》（
関
西
大
学

図
書
館
所
蔵
）【
図
1
】
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
ま
た
、
こ
の
作
品
に
賛
を
添
え
た
儒

家
・
後
藤
松
陰
（
寛
政
九
・
一
七
九
七
～
元
治
元
・
一
八
六
四
年
）
に
関
し
て
も
言

及
し
た
い
。

一
、
金
子
雪
操
の
略
歴

　

ま
ず
初
め
に
、
雪
操
の
略
歴
に
関
す
る
主
な
資
料
を
、
刊
行
年
が
江
戸
時
代
の
も

の
を
中
心
に
挙
げ
て
い
く
。
関
連
資
料
・
刊
行
年
に
つ
い
て
は
、
井
渓
明
氏
「
大
坂

画
人
略
伝
」（『
江
戸
時
代
に
お
け
る
大
坂
画
壇
の
研
究
』
関
西
大
学
文
学
部
哲
学
科
、

二
〇
〇
一
年
）
を
参
考
に
し
た
。

　
　

①
『
浪
華
風
流
繁
昌
記
』
下
之
巻
（
天
保
四
年
・
一
八
三
三
）

　

雪
操　

吹
田
村　

金
子
氏
（
通
名
録
）

　

雪
操
金
子
氏
名
ハ
大
美
字
ハ
孟
玉
又
各
半
道
人
ト
号
ス
吹
田
ニ
寓
シ
テ
翠
陀
小
隠

ト
号
ス

　
　

②
『
続
浪
華
郷
友
録
』（
天
保
八
年
・
一
八
三
七
）

　

金
子
雪
操　

北
新
地
桜
橋

　
　

③
『
新
撰
浪
華
名
流
記
』（
弘
化
二
年
・
一
八
四
五
）

　

雪
操　

金
子
大
美
字
不
言
号
各
半
又
有
情
痴
者
専
南
宗
江
戸
人

　
　

④
『
浪
華
名
流
記
』（
安
政
三
年
・
一
八
五
六
）

　

金
子
雪
操　

名
美
字
不
言
通
稱
六
蔵
又
有
塵
海
漁
者
各
半
有
情
痴
者
之
諸
號
以
寛

政
甲
寅
生
江
戸
人
初
受
畫
訣
於
雪
齋
増
山
老
侯
受
詩
學
於
窪
天
民
後
祖
元
四
家
以
隠

逸
自
仕
畫
亦
自
有
髙
致
今
寓
鳴
坊
第
一
街

　
　

⑤
『
浪
華
擷
芳
譜
』（
安
政
四
年
・
一
八
五
七
）

　

金
子
大
美
字
不
言
號
雪
操
又
塵
海
漁
者
金
翁
諼
叟
荏
土
人
住
島
街

　
　

⑥
『
浪
華
名
家
墓
所
集
』（
万
延
元
年
・
一
八
六
〇
）①

　

画　

雪
操　

江
戸
の
産
大
坂
上
町
に
住
を
文
人
画
に
巧
み
に
し
て
其
名
世
に
鳴
る

　
（
⑦
『
浪
華
名
家
墓
所
記
』（
明
治
四
十
四
年
・
一
九
一
一
）
で
は
、「
雪
操
（
狂
歌

師
）　

吹
田
の
産
、
大
阪
上
町
に
住
す
、
文
人
畫
に
巧
に
し
て
其
名
声
を
鳴
る
」
と
あ

り
、
な
ぜ
か
狂
歌
師
・
吹
田
生
ま
れ
に
な
っ
て
い
る
。
本
文
の
な
か
で
編
者
の
宮
武

外
骨
が
、
再
三
な
る
書
写
を
経
て
誤
字
が
多
い
こ
と
を
指
摘
し
て
お
り
、
雪
操
の
略

歴
が
時
代
を
経
て
誤
っ
て
写
さ
れ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
の
他
、
明
治
以
降
の
資
料
で
は
、『
浪
華
人
物
誌
』（
明
治
三
十
七
年
・
一
九
〇

四
）、『
大
阪
人
物
誌
』（
大
正
十
五
年
・
一
九
二
六
）
に
詳
細
な
略
歴
が
掲
載
さ
れ
て

い
る②
。
特
に
『
浪
華
人
物
誌
』
に
は
、
最
も
詳
細
な
略
歴
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
た
め
、

こ
の
本
を
主
な
典
拠
と
し
て
、
彼
の
略
歴
を
簡
単
に
紹
介
し
た
い
。
ま
た
、
雪
操
に

つ
い
て
、
田
中
敏
雄
氏
の
研
究
が
存
在
し
こ
れ
を
参
考
に
し
た③
。
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金
子
雪
操
、
本
姓
犬
塚
、
名
は
大
美
、
字
は
不
言
又
は
孟
玉
、
通
称
六
蔵
、
雪
操

以
外
に
も
各
半
道
人
、
有
情
痴
者
、
美
翁
、
塵
海
漁
者
、
金
翁
、
謑
叟
、
翠
陀
小
隠

な
ど
の
号
を
使
用
し
た
。
寛
政
六
年
（
一
七
九
四
）
に
江
戸
の
犬
塚
姓
に
生
ま
れ
、

金
子
氏
へ
養
子
に
入
り
、
幼
い
時
に
伊
勢
長
島
藩
主
・
増
山
雪
斎
（
一
七
五
四
～
一

八
一
九
）
に
仕
え
絵
画
を
学
び
、
雪
操
の
号
を
授
け
ら
れ
た
。
こ
の
犬
塚
姓
に
つ
い

て
は
、
田
中
敏
雄
氏
が
学
者
・
犬
塚
印
南
と
何
ら
か
の
関
係
が
あ
る
こ
と
、
ま
た
絵

画
を
学
ん
だ
の
は
享
和
八
年
（
一
八
〇
一
）・
雪
操
八
歳
以
降
で
あ
る
こ
と
を
推
測
し

て
い
る
。
そ
の
後
、
越
後
の
釧
雲
泉
（
一
七
五
九
～
一
八
一
一
）
に
山
水
の
法
を
学

び
、
画
力
を
上
げ
て
い
く
（
田
中
敏
雄
氏
は
雪
操
十
八
歳
の
頃
と
推
測
）。
中
年
京
都

に
住
み
書
法
を
加
茂
家
に
、
ま
た
漢
詩
を
釧
雲
泉
の
門
人④
で
あ
る
大
窪
詩
仏
（
一
七

六
七
～
一
八
三
七
）
に
学
び
、
一
時
期
金
沢
へ
随
行
し
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
大

坂
の
堂
島
桜
橋
に
住
居
を
構
え
、
貧
し
い
な
が
ら
も
悠
々
と
画
事
に
励
ん
だ
。
特
に

藤
澤
東
畡
（
一
七
九
四
～
一
八
六
四
）
や
八
木
巽
処
（
一
七
七
一
～
一
八
三
六
）
と

親
し
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

天
保
八
年
（
一
八
三
七
）
に
は
、
吹
田
の
井
内
左
門
に
招
か
れ
て
八
・
九
年
間
住

ん
だ
。
来
阪
時
期
に
つ
い
て
田
中
敏
雄
氏
は
、
天
保
四
年
（
一
八
三
三
）
版
『
浪
華

風
流
繁
昌
記
』
に
は
雪
操
の
名
が
な
く
、
八
木
巽
処
の
没
年
（
天
保
七
年
・
一
八
三

六
）
か
ら
、
天
保
五
・
六
年
頃
と
推
測
し
て
い
る
。
し
か
し
、
資
料
①
（
一
八
三
三
）

を
み
る
と
、「
吹
田
渡
頭
図
」
と
と
も
に
名
が
掲
載
さ
れ
、「
吹
田
村
」
在
住
と
な
っ

て
い
る
。
こ
の
資
料
を
信
用
す
る
な
ら
ば
、
吹
田
か
ら
大
坂
に
戻
っ
て
く
る
の
が
遅

く
と
も
『
続
浪
華
郷
友
録
』（
北
新
地
桜
橋
在
住
）
に
よ
り
天
保
八
年
（
一
八
三
七
）

と
な
り
、
雪
操
は
少
な
く
と
も
文
政
十
一
年
（
一
八
二
八
）
に
は
吹
田
に
招
か
れ
て
い

る
こ
と
に
な
る
。『
浪
華
人
物
誌
』
の
典
拠
と
な
る
資
料
が
誤
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

た
だ
し
、
雪
操
は
吹
田
在
住
時
に
「
翠
陀
」
の
号
を
用
い
た
と
さ
れ
て
お
り
、
天
保

十
年
（
一
八
三
九
）
制
作
の
作
品
（【
図
9
】）
に
、「
翠
陀
」
を
用
い
て
い
る
た
め
断

言
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。（
こ
の
論
文
で
は
、
作
品
に
吹
田
を
連
想
さ
せ
る
「
翠

陀
」
の
落
款
を
用
い
た
作
品
に
関
し
て
は
、
吹
田
滞
在
期
と
し
て
扱
う
こ
と
に
す
る
。）

　

吹
田
か
ら
戻
っ
た
雪
操
は
、
釣
鐘
町
や
島
町
に
住
み
、
安
政
四
年
（
一
八
五
七
）

八
月
五
日
に
歿
す
る
。
墓
は
四
天
王
寺
東
門
の
清
寿
院
に
あ
り
。

　

現
在
雪
操
に
関
す
る
資
料
が
多
く
遺
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
前
述
の
資
料

③
、
⑥
よ
り
、
当
時
文
人
画
家
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、

谿
季
江
氏
に
よ
っ
て
、
長
崎
派
風
の
花
鳥
画
、
円
山
四
条
派
、
仏
画
と
幅
広
い
ジ
ャ

ン
ル
の
作
品
を
描
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る⑤
。
そ
の
ほ
か
『
浪
華
人
物
誌
』
の

な
か
で
、
青
緑
山
水
の
法
を
努
力
の
末
に
修
得
し
た
と
さ
れ
る
山
水
図
は
、
画
帖
も

含
め
現
在
十
数
点
遺
っ
て
い
る⑥
。

二
、
作
品
・
後
藤
松
陰
と
の
交
遊
関
係

　

今
回
と
り
あ
げ
る
関
西
大
学
図
書
館
所
蔵
《
春
秋
山
水
図
》
に
は
、
雪
操
の
落
款

や
印
章
は
な
く
、
後
藤
松
陰
の
賛
に
よ
り
雪
操
の
作
品
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な

る
。
作
品
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る⑦
。

　
《
春
秋
山
水
図
》（
双
幅
）　

関
西
大
学
図
書
館
所
蔵

　
　

紙
本
墨
画
淡
彩
、
各
一
三
二
・
三
×
四
八
・
一
㎝

　
　
（
春
景
山
水
図
）【
図
2
】

　
「
松
陰
」（
朱
文
長
方
印
）
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次
に
、
後
藤
松
陰
の
略
歴
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
。
金
子
雪
操
の
資
料
と
同
じ
も

の
に
関
し
て
は
、
資
料
①
と
い
う
よ
う
に
該
当
番
号
を
付
与
す
る
。

　
　
『
続
浪
華
郷
友
録
』（
文
政
六
年
・
一
八
二
三
）

　

兼
山　

儒
業　

名
機
字
世
張
俗
称
後
藤
俊
蔵
住
高
麗
橋
魚
之
店

　
　

資
料
①　

上
之
巻

　

松
陰　

海
部
堀　

後
藤
俊
蔵
（
通
名
録
）

　

松
陰
後
藤
氏
名
ハ
機
字
ハ
世
張
マ
タ
鎌
（
金
＋
兼
の
俗
字
）
山
春
草
等
ノ
号
ア
リ

儒
ヲ
以
て
業
ト
ス

　
　

資
料
②

　

後
藤
松
陰　

海
部
堀　

後
藤
春
蔵

　
　

資
料
③

　

松
隂　

後
藤
機
字
世
張
号
春
草
稱
春
藏
美
濃
人
寓
南
江
戸
濠

　
　

資
料
④

　

後
藤
松
陰　

名
機
字
世
張
一
號
春
草
通
稱
春
藏
以
丁
巳
生
美
濃
人
其
學
出
程
朱
初

學
賴
山
陽
今
寓
柁
木
街

　
　

資
料
⑤

　

後
藤
機
字
世
張
号
松
隂
又
春
草
住
梶
木
街

　
　

資
料
⑥

　

儒　

後
藤
兼
山　

名
機
字
世
張
元
治
元
年
甲
子
十
月
十
九
日
没
天
満
東
寺
町
天
徳
寺

　
（
資
料
⑦
で
は
、「
後
藤
兼
山
」
と
「
後
藤
松
陰
（
儒
家
）」
が
、
別
項
目
で
記
載
さ

れ
て
い
る
。）

　
「
松
間
占
隠
居
俯
仰
多
詩
料
門
外
藹
春
山
鎮
長
相
対
笑　

雪
操
故
翁
春
景
松
陰
主

人
後
藤
機
題
己
未
嘉
平
月
十
又
九
日
也
」（
墨
書
）

　
「
機
」「
長
」（
白
文
方
印
）

　
　
（
秋
景
山
水
図
）【
図
3
】

　
「
松
陰
」（
朱
文
長
方
印
）

　
「
俯
檻
魚
堪
数
晴
渓
碧
一
湾
如
粧
明
旦
浄
洗
眼
夕
陽
山　

安
政
己
未
嘉
平
月
題
故

雪
操
翁　

穐
景
六
十
三
翁
松
陰
機
」（
墨
書
）

　
「
機
」「
長
」（
白
文
方
印
）

　
（
春
景
山
水
図
の
裏
・
軸
付
近
に
、「
雪
操
春
秋
雙
（
幅
）
□
（
故
）
於
故
□
中
考

可
施
題
跋
赤
松
栗
□
金
子
之
書
」
と
墨
書
あ
り
【
図
4
】。「
雪
操
」
や
「
故
」
の
書

風
が
賛
と
類
似
し
て
い
る
た
め
、
後
藤
松
陰
が
記
し
た
も
の
だ
ろ
う
か
。）

　

賛
の
内
容
か
ら
雪
操
歿
後
に
、
松
陰
が
五
言
絶
句
と
と
も
に
安
政
六
年
（
一
八
五

九
）
十
二
月
十
又
九
日
・
六
十
三
歳
の
と
き
に
記
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
春
景
で
は
、

松
の
間
に
隠
居
す
る
と
、
詩
材
と
な
る
も
の
が
多
く
俯
仰
し
、
屋
外
の
草
木
が
生
い

茂
る
春
の
山
を
み
て
い
る
と
、
笑
み
が
こ
ぼ
れ
る
と
い
う
春
の
穏
や
か
な
様
を
詠
み
、

秋
景
で
は
、
欄
干
で
魚
を
数
え
、
周
り
は
晴
れ
た
渓
谷
と
碧
い
入
江
、
ま
た
清
ら
か

な
夜
明
け
の
よ
う
な
眼
が
洗
わ
れ
る
夕
陽
の
山
の
景
色
と
い
う
静
謐
な
秋
の
様
子
を

謳
っ
た
。
雪
操
は
安
政
四
年
八
月
五
日
に
亡
く
な
り
、
松
陰
は
元
治
元
年
（
一
八
六

四
）
六
十
八
歳
で
歿
し
て
い
る
た
め
、
こ
の
賛
の
内
容
と
一
致
す
る
。
雪
操
が
亡
く

な
っ
て
か
ら
二
年
後
に
松
陰
が
筆
を
と
っ
た
こ
と
に
な
る
。
雪
操
の
画
と
松
陰
の
賛

を
合
わ
せ
て
み
る
こ
と
で
、
よ
り
深
く
こ
の
《
春
秋
山
水
図
》
を
堪
能
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
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後
藤
松
陰
、
名
は
機
、
字
は
世
張
、
通
称
春
蔵
ま
た
は
俊
蔵
、
初
め
は
鎌
山
、
兼

山
と
号
し
、
後
に
松
陰
、
春
草
と
号
す
。
寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）
美
濃
大
垣
に
生

ま
れ
、
は
じ
め
皆
川
淇
園
の
門
人
・
菱
田
穀
斎
（
一
七
八
四
～
一
八
五
七
）
に
師
事
。

頼
山
陽
（
一
七
八
〇
～
一
八
三
二
）
の
門
に
入
り
、
篠
崎
小
竹
（
一
七
八
一
～
一
八

五
一
）
を
頼
っ
て
大
坂
に
移
る
。
同
年
篠
崎
小
竹
の
娘
ま
ち
（
町
子
）
と
結
婚
、
娘

婿
と
な
る
。
海
部
掘
、
梶
木
町
な
ど
に
住
み
、
私
塾
「
広
業
館
」
を
開
い
た
。
当
時
、

「
文
は
松
陰
、
詩
は
広
瀬
旭
荘
」
と
謳
わ
れ
、
春
の
ご
と
く
穏
や
か
な
人
柄
で
あ
っ
た

と
い
う
。
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
十
月
十
九
日
・
六
十
八
歳
で
歿
す
。
墓
は
天
満

東
町
天
徳
寺
に
あ
り
。
著
書
に
『
好
文
字
』、『
松
陰
亭
集
』、『
三
体
詩
』、『
春
草
詩

鈔
』、『
評
註
山
陽
詩
鈔
』、『
竹
窓
荷
浄
書
屋
集
』
な
ど
が
あ
る⑧
。

　

後
藤
松
陰
は
、
浦
上
春
琴
や
江
馬
細
香
の
関
連
書
簡
か
ら
も
、
当
時
の
画
家
た
ち

と
交
流
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
が⑨
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
雪
操
と
関
わ
り
が

あ
っ
た
こ
と
を
示
す
の
は
こ
の
作
品
の
み
で
あ
る
。
同
時
代
を
生
き
た
雅
人
た
ち
で

あ
る
た
め
、
何
か
し
ら
の
交
流
が
あ
っ
た
こ
と
は
容
易
に
考
え
ら
れ
る
が
、
も
う
少

し
雪
操
と
松
陰
の
接
点
を
探
っ
て
み
た
い
。

　

ま
ず
住
居
に
関
し
て
は
、
藤
本
篤
氏
に
よ
る
と
、
文
久
元
年
（
一
八
六
一
）
の
書

簡
よ
り
、
堂
島
に
住
ん
で
い
た
が
再
び
梶
木
町
の
旧
宅
へ
戻
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
て

い
る
（
時
期
は
不
明
）⑩
。
雪
操
も
、
資
料
②
よ
り
天
保
八
年
（
一
八
三
七
）
に
は
堂
島

に
住
ん
で
い
る
が
、
文
久
元
年
頃
は
既
に
亡
く
な
っ
て
い
る
（
松
陰
は
そ
の
他
、
高

麗
橋
魚
之
店
、
平
野
町
中
橋
西
、
海
部
掘
、
江
戸
掘
、
梶
木
町
に
住
ん
で
い
た
）⑪

。

　

次
に
、
共
通
の
知
り
合
い
が
い
た
か
ど
う
か
考
え
て
み
る
。『
大
阪
人
物
誌
』
の
雪

操
の
項
目
を
み
る
と
、「
当
時
篠
崎
小
竹
の
名
府
下
に
噪
し
く
文
墨
の
客
之
に
交
わ
ら

ざ
る
者
な
し
。
雪
操
独
り
其
門
叩
か
ず
…
」
と
あ
り
、
松
陰
の
師
で
あ
る
篠
崎
小
竹

と
は
交
流
が
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
雪
操
は
、
物
や
周
り
の
こ
と
に
頓
着
し
な
い

人
物
だ
っ
た
こ
と
が
、『
浪
華
人
物
誌
』
や
『
大
阪
人
物
誌
』
か
ら
わ
か
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
自
ず
と
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
の
が
木
村
蒹
葭
堂
（
一
七
三
六
～
一
八
〇

二
）
の
存
在
で
あ
る
。
当
代
随
一
の
文
化
人
で
あ
る
彼
は
、
幅
広
い
交
遊
関
係
を
持

っ
て
い
た
。
雪
操
が
親
し
か
っ
た
八
木
巽
処
の
師
は
蒹
葭
堂
で
あ
り
、
師
の
増
山
雪

斎
は
、
木
村
蒹
葭
堂
が
寛
政
二
年
（
一
七
九
〇
）
財
産
没
収
の
罪
を
負
っ
た
と
き
に

庇
護
し
た
重
要
人
物
で
あ
る
。
ま
た
、
釧
雲
泉
も
蒹
葭
堂
を
訪
ね
た
こ
と
が
わ
か
っ

て
い
る
。
そ
し
て
、
松
陰
の
師
で
あ
る
頼
山
陽
や
篠
崎
小
竹
も
、
蒹
葭
堂
と
交
流
を

持
っ
て
い
た
。
木
村
蒹
葭
堂
が
当
時
文
化
サ
ロ
ン
の
よ
う
な
役
割
を
持
っ
て
い
た
こ

と
は
既
に
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
雅
人
た
ち
の
交
流
の
な
か
で
、

松
陰
が
雪
操
と
つ
な
が
り
を
持
っ
た
か
、
あ
る
い
は
雪
操
歿
後
に
賛
を
記
し
て
い
る

た
め
、
こ
の
作
品
の
所
有
者
に
松
陰
が
賛
を
頼
ま
れ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

　

次
に
、
具
体
的
に
作
品
を
み
て
い
く
。
雪
操
は
、
増
山
雪
斎
と
釧
雲
泉
か
ら
学
ん

だ
こ
と
は
前
述
の
と
お
り
だ
が
、
増
山
雪
斎
の
《
黄
初
平
図
》（
関
西
大
学
図
書
館
所

蔵
）【
図
5
・
右
幅
】
の
岩
の
苔
の
筆
遣
い
や
、
墨
線
で
岩
の
表
面
を
表
現
す
る
描
法

に
類
似
点
が
み
ら
れ
る
。
ま
た
釧
雲
泉
の
《
春
景
逸
思
図
》【
図
6
】
を
み
る
と
、
上

へ
上
へ
と
延
び
て
い
き
そ
う
な
山
の
空
間
表
現
に
師
か
ら
の
影
響
が
感
じ
ら
れ
る
。

ま
ず
雪
操
の
春
景
を
み
る
と
、
色
は
使
わ
ず
に
墨
の
み
で
描
き
、
画
面
右
下
に
は
外

を
眺
め
る
人
物
を
描
い
て
い
る
【
図
7
】。
画
面
右
上
の
空
白
を
用
い
た
渓
谷
の
奥
行

表
現
【
図
8
】
は
、「
翠
陀
」
の
落
款
を
用
い
た
天
保
八
・
十
年
制
作
《
春
秋
山
水

図
》【
図
9
】
の
左
幅
の
画
面
構
成
に
も
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
作
品
の
画
面
左
の
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山
が
、
窮
屈
そ
う
に
今
に
も
上
に
伸
び
て
い
き
そ
う
な
躍
動
感
の
あ
る
描
き
方
に
な

っ
て
お
り
、
点
苔
法
を
用
い
て
、
春
の
草
木
の
生
い
茂
る
さ
ま
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
秋
景
を
み
る
と
、
画
面
真
中
に
あ
る
入
江
の
波
間
が
、
線
を
用
い
た
特
徴
の
あ

る
表
現
に
な
っ
て
い
る
【
図
10
】。
こ
の
描
法
は
、
天
保
十
年
頃
制
作
《
山
水
図
》（
紫

雲
寺
蔵
）【
図
11
】
の
波
間
に
も
み
ら
れ
る
。
ま
た
遠
方
の
山
は
色
付
け
さ
れ
、
画
面

上
部
に
家
屋
が
ひ
っ
そ
り
と
描
か
れ
て
い
る
。
画
面
右
下
・
人
物
の
衣
服
が
風
に
た

な
び
く
よ
う
に
描
か
れ
お
り
【
図
12
】、
全
体
的
に
夕
暮
れ
の
静
け
さ
を
感
じ
る
こ
と

が
で
き
る
作
品
と
な
っ
て
い
る
。

　

本
作
品
の
制
作
年
は
不
明
で
あ
る
が
、
天
保
十
年
制
作
【
図
9
】
の
左
幅
と
、
本

作
品
・
秋
景
山
水
図
の
山
肌
が
同
じ
よ
う
な
筆
遣
い
で
描
か
れ
お
り
、
同
時
期
の
作

品
と
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
天
保
後
期
以
降
の
制
作
と
い
え
よ
う
。

　

雪
操
の
画
業
に
つ
い
て
、
谿
季
江
氏
は
、
天
保
十
年
（
一
八
三
九
）
前
後
を
境
と

し
て
、
画
風
が
変
化
す
る
と
述
べ
て
い
る⑫
。
雪
操
が
「
翠
陀
」
の
号
を
用
い
た
吹
田

滞
在
と
考
え
ら
れ
る
期
間
は
、
彼
に
と
っ
て
重
要
な
滞
在
期
間
だ
っ
た
と
い
え
る
。

例
え
ば
、
関
西
大
学
図
書
館
に
は
、
制
作
年
不
明
の
《
春
景
山
水
之
図
》【
図
13
】、

《
青
柳
山
水
図
》【
図
14
】
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
本
作
品
と
比
較
す
る
と
、【
図
13
】

は
人
物
や
遠
方
の
山
の
描
き
方
に
類
似
性
を
感
じ
ら
れ
る
が
、
全
体
的
に
筆
遣
い
が

固
く
未
熟
な
作
品
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、
吹
田
滞
在
期
と
考
え
ら
れ
る
「
翠
陀
金

大
美
」
の
落
款
が
用
い
ら
れ
た
【
図
14
】
に
な
る
と
、
絹
地
を
活
か
し
た
濃
密
な
筆

致
と
、
画
面
に
奥
行
が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
明
ら
か
な
画
力
の
飛
躍
が
み
ら

れ
る
。
雪
操
が
修
練
を
積
み
、
技
術
を
向
上
さ
せ
て
い
っ
た
こ
と
が
、
こ
こ
か
ら
窺

い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
作
品
は
、
画
力
が
安
定
し
て
き
た

天
保
後
期
以
降
の
作
品
と
し
て
位
置
づ
け
た
い
。

お
わ
り
に

　

雪
操
が
活
躍
し
た
当
時
の
大
坂
画
壇
は
、
ど
の
よ
う
な
時
期
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う

か
。
武
田
恒
夫
氏
は
、
十
九
世
紀
初
頭
の
文
化
期
（
一
八
〇
四
～
一
八
）
頃
か
ら
大

坂
画
壇
の
「
安
定
期
」
と
捉
え
、
岡
田
米
山
人
・
半
江
親
子
等
と
共
に
、
雪
操
も
そ

の
時
期
に
名
を
挙
げ
て
い
る⑬
。
文
人
画
家
の
数
は
、
増
加
し
て
い
き
、
木
村
蒹
葭
堂

の
よ
う
な
町
人
が
文
化
活
動
を
支
持
し
た
。
狩
野
派
の
よ
う
な
組
織
体
制
と
い
う
よ

り
も
、
画
家
同
士
が
交
流
を
持
ち
な
が
ら
個
人
で
活
動
し
て
い
た
文
化
背
景
が
あ
っ

た
時
期
で
あ
る
。
田
中
敏
雄
氏
は
、
雪
操
の
《
山
水
図
襖
絵
》（
天
保
十
四
年
制
作
）

に
つ
い
て
言
及
す
る
な
か
で
、「
従
来
の
遠
近
法
で
は
な
く
、
何
か
西
洋
的
遠
近
表
現

を
用
い
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。」⑭

と
指
摘
し
て
い
る
。
師
の
増
山
雪
斎
は
、
沈
南

蘋
の
影
響
を
受
け
、
写
生
的
な
花
鳥
画
な
ど
を
描
い
た
人
物
で
あ
る
が
、
雪
操
も
当

時
の
長
崎
派
・
四
条
派
な
ど
様
々
な
画
風
の
影
響
を
受
け
な
が
ら
、
前
述
の
と
お
り

画
業
を
充
実
さ
せ
て
い
っ
た
。
そ
し
て
、
本
作
品
を
み
た
と
き
に
、
雪
操
絵
画
の
特

徴
が
、
濃
密
な
筆
致
で
描
く
風
景
描
写
と
、
画
面
か
ら
あ
ふ
れ
出
る
自
然
の
躍
動
感

だ
と
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。
同
時
期
の
岡
田
半
江
に
み
ら
れ
る
、
潤
い
の
あ
る
筆

遣
い
の
山
水
図
と
比
較
し
て
も
、
こ
れ
が
雪
操
の
独
自
性
だ
と
い
っ
て
よ
い
。
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注①　

国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
『
浪
華
名
家
墓
所
集
』（
写
本
）
を
参
照

し
た
。

②　

そ
の
他
参
文
献
・『
稿
本
大
阪
訪
碑
録
』（
浪
速
叢
書
刊
行
會
、
一
九
二
九
年
）、『
日

本
人
名
大
事
典　

覆
刻
版
』（
平
凡
社
、
一
九
七
九
年
）、『
日
本
歴
史
人
物
事
典
』（
朝

日
新
聞
社
、
一
九
九
四
年
）、『
大
阪
墓
碑
人
物
事
典
』（
東
方
出
版
、
一
九
九
五
年
）、

『
大
阪
人
物
辞
典
』（
清
文
堂
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
年
）

③　

田
中
敏
雄
「
金
子
雪
操
筆　

山
水
図
襖
絵
に
つ
い
て
」『
近
世
大
阪
画
壇
の
調
査
研
究　

Ⅱ
』
大
阪
市
立
博
物
館
、
二
〇
〇
〇
年
、
二
四
～
三
一
頁
。
人
物
の
生
没
年
は
、『
関
西

大
学
所
蔵
大
坂
画
壇
目
録
』（
関
西
大
学
図
書
館
、
一
九
九
七
年
）、
佐
々
木
丞
平
・
佐
々

木
正
子
『
文
人
画
の
鑑
賞
基
礎
知
識
』（
至
文
堂
、
一
九
九
八
年
）、『
大
坂
画
壇
の
絵
画

―
文
人
画
・
戯
画
か
ら
長
崎
派
・
写
生
画
へ
―
』（
関
西
大
学
図
書
館
、
二
〇
〇
六

年
）
を
参
照
し
た
。

④　

前
掲
書
③
、
佐
々
木
丞
平
・
佐
々
木
正
子
、
一
八
六
頁
。

⑤　

谿
季
江
「
吹
田
ゆ
か
り
の
文
人
画
家　

金
子
雪
操
の
画
事
―
山
水
図
を
中
心
に
―
」

『
関
西
大
学
博
物
館
紀
要
』
一
四
号
、
二
〇
〇
八
年
、
一
五
～
二
四
頁
。

⑥　

前
掲
論
文
⑤
（
谿
季
江
、
一
六
頁
）、
田
中
敏
雄
「
大
阪
芸
術
大
学
図
書
館
所
蔵　

大

坂
画
壇
の
画
家
の
作
品
に
つ
い
て
」（『
大
阪
芸
術
大
学
紀
要
』
三
五
号
、
二
〇
一
二
年
、

一
三
四
～
一
三
六
頁
）。

⑦　

落
款
・
印
章
・
賛
・
寸
法
は
、『
関
西
大
学
所
蔵
大
坂
画
壇
目
録
』（
前
掲
書
③
）
を

参
照
し
た
。

⑧　

略
歴
は
、『
浪
華
人
物
誌
』、『
大
阪
人
物
誌
』、『
大
阪
墓
碑
人
物
事
典
』、
藤
本
篤
「
山

崎
僊
司
あ
て
後
藤
松
陰
書
状
」（『
大
坂
の
歴
史
』
一
〇
号
、
一
九
八
三
年
、
八
五
～
一

二
〇
頁
）
を
参
考
に
し
た
。

⑨　

平
野
翠
「
後
藤
松
陰
の
書
簡
」（『
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
紀
要
』
第
一
五
号
、
一

九
七
九
年
、
五
八
～
六
四
頁
）、『
類
聚
名
家
書
簡
次
扁　

図
版
コ
～
ノ
』（
日
本
書
誌
学

大
系
、
青
裳
堂
書
店
、
二
〇
一
六
年
、
二
九
頁
）。

⑩　

前
掲
論
文
⑧
、
藤
本
篤
、
一
〇
七
頁
。

⑪　

前
掲
論
文
⑧
、
藤
本
篤
、
九
一
頁
。

⑫　

前
掲
論
文
⑤
、
谿
季
江
、
一
八
頁
。

⑬　

武
田
恒
夫
「
近
世
の
大
坂
画
壇
」『
近
世
の
大
坂
画
壇
』
大
阪
市
立
美
術
館
、
一
九
八

一
年
、
八
八
～
九
〇
頁
。

⑭　

前
掲
論
文
③
、
田
中
敏
雄
、
二
七
頁
。

図
版
出
典

【
図
1
～
4
・
7
・
8
・
10
・
12
】
筆
者
撮
影

【
図
5
】『
大
坂
の
書
と
画
と
本
』
関
西
大
学
図
書
館
、
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